
⑧情報の管理について 

当社グループが保有するお客さま情報をはじめ、業務上取扱う重要情報については、

情報システムの強化や社内ルールの整備、従業員教育を実施し、情報の厳正な管理に

努めておりますが、社外への流出が起こるなど問題が発生した場合、当社グループの

業績は影響を受ける可能性があります。 

 

２．企業集団の状況 

   最近の有価証券報告書（平成24年6月28日提出）における「事業の内容（事業系統図）」

及び「関係会社の状況」から重要な変更がないため開示を省略します。 

 

３．経営方針 

（１）会社の経営の基本方針および中長期的な経営戦略 

当社は、原子力プラントの再稼動の遅れにより、火力燃料費の負担が大幅に増加して

おり、すべてのお客さまに電気料金の値上げをお願い申し上げることとし、昨年１１月

２６日に経済産業大臣に申請し、本年４月２日に認可を賜りました。 

当社グループを取り巻く経営環境は、原子力につきまして、国が検討されている新規

制基準の詳細や再稼動プロセス等が未確定であり、大飯発電所３、４号機以外のプラン

トの再稼動時期が見通せず、依然として厳しい状況が続いております。 

 こうした状況の下、平成２５年度は、大飯発電所３、４号機の安全・安定運転の継続

と、高浜発電所３、４号機をはじめとする原子力プラントの早期再稼動に向けて、引き

続き、原子力のさらなる安全性・信頼性の向上に取り組むなど安全対策に万全を期すと

ともに、今後施行される新規制基準に的確に対応してまいります。また、電気料金値上

げの審査等を通じ、お客さまや社会の皆さまから賜りましたご意見やご指摘を真摯に受

け止め、さらなる徹底した経営効率化を必ず実現しながら、最大の使命である電力の安

全・安定供給に全力を尽くしてまいります。 

さらに、現在、国において、電力システム改革の検討が進められておりますが、真に

お客さまの利益につながる最適な電力システムの実現に向け、今後も詳細検討に最大限

協力してまいります。加えて、今後、電力市場における競争が進展する中においても、

お客さまに当社をお選びいただけるよう、従来の枠組みにとらわれず、企業革新を推進

し、時代を先取りした業務の変革や新たなサービスの開発などに積極的に取り組んでま

いります。 

東日本大震災以降、厳しい経営環境が続いておりますが、当社グループの全員が「お

客さま第一の精神」を徹底し、お客さまのためにどうあるべきかを考え、その実現に向

けて邁進し、「お客さまと社会のお役に立つ」という当社グループの変わらぬ使命を果

たしてまいります。 
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